
 

 

 ２ 事業概要 

（（１１））  水水道道事事業業及及びび工工業業用用水水道道事事業業のの概概要要  

①①  水水道道事事業業  

通水開始日

給水人口 2,753,819 人

給水世帯数 1,657,581 世帯

普及率 100 ％

１日標準給水能力 2,430,000 m3

年間給水量 397,962,300 m3

１日最大給水量 1,177,600 m3

１日平均給水量 1,090,308 m3

家庭用１人１日平均使用水量 252 ℓ

導・送・配水管延長 5,220 ｋｍ

平均販売価格 136.3 円/m3

給水原価 134.6 円/m3
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②②  工工業業用用水水道道事事業業  

給水会社数 279 社

給水工場数 342 工場

１日標準給水能力 151,000 m3

１日最大給水量 72,680 m3

１日平均給水量 56,392 m3

平均販売価格 47.8 円/m3

給水原価 35.5 円/m3
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③③  水水道道局局ににおおけけるる各各所所属属・・施施設設ごごととのの電電気気使使用用量量ななどど  

   電気使用量            　     （千kWh） 377 1,550 176,020 584 178,531 62,042

（ℓ） 　　－ 45,594 14,503 1,721 61,818 143

（ℓ） 　　－ 　　－ 24,024 　　－ 24,024 60

（ℓ） 　　－ 892 1,705 　　－ 2,597 7

（ℓ） 　　－ 　　－ 940 　　－ 940 3

液化石油ガス（ＬＰＧ） （m3） 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ －

（m3） 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ －

（m3） 　　－ 23,157 53,403 97 76,657 171

　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ －

62,426

（ｔ） 　　－ 　　－ 11,582 　　－ 11,582

（ｔ） 　　－ 　　－ 7,344 　　－ 7,344

（ｔ） 　　－ 　　－ 2,842 　　－ 2,842

（ｔ） 　　－ 　　－ 1,115 　　－ 1,115

（千枚） 3,698 4,499 1,364 339 9,900
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（（２２））  大大阪阪市市ににおおけけるる浄浄水水処処理理  

大阪市の水源である、淀川の水はそのままで飲むことはできません。浄水場は、淀川の水を安全で良質

な飲み水にする、いわば水の製造工場であり、１年中、24 時間休むことなく水を作り続けています。水

道局ではより安全で良質な水を作るため、平成 10 年３月から順次高度浄水処理を導入し、平成 12 年３

月からは全浄水場で高度浄水処理を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

（（３３））  浄浄水水場場ににおおけけるる物物質質フフロローー  

安全で良質な水を安定してお届けするために、水道局では様々な業務を行っていますが、このフローは、

取・浄・配水場業務における物質フローを表しています。（令和２年度実績） 

千ｔ 千kWh

浄水場発生土 千ｔ ｔ

（うち有効利用 千ｔ） ｔ

ｔ

原　水
浄水処理等にかかる
薬品使用量

取水・浄水・配水にかかる
電気使用量

23 176,019

18 CO２発生量 63,719

18 NOX発生量 8

SOX発生量 4
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※ CO2、NOX（窒素酸化物）及び SOX（硫黄酸化物）排出量については、国及び電力会社が公表した原単位を電気使用量に 

掛け合わせて算定しました。 
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